


































　和訳にあたっては、 Pāṇḍeya, Rāmatejaśāstri （ed.）, 2020 （1968）, Śrīśivamahāpurāṇam. Kāśī: 
Paṇḍitapustakālaya.を底本とし、また適宜、Śrīśivamahāpurāṇam. 1986, Delhi: Nag Publishers. 
を確認のため参照した。英訳の、 Shastri, J. L. （ed.）, The Śivapurāṇa. 1969, Translated and 
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る。 Somanātha （Somnath, Gujarat）, Mallikārjuna （Shrishaila, Andhra Pradesh）, Mahākāla （Ujjain, 
Madhya Pradesh）, Oṃkāreśvara （Mandhata, Madhya Predesh）, Kedāreśvara （Chamoli, Uttarakhand）, 
Bhīmeśvara （＝Bhīmaśaṃkara, Pune, Maharashtra）, Viśveśvara （Varanasi, Uttar Pradesh）, Tryam-
bakeśvara （Nasik, Maharashtra）, Vaidhyanātheśvara （Deoghar, Jharkhand）, Nāgeśvara （Near Dwarka, 








5　ʻyad idaṃ dṛśyate kiṃcij jagatyāṃ vastumātrakam, cidānandasvarūpaṃ ca nirvikāraṃ sanātanam. //2// 



















13　ブラフマー神の 1日は 1劫とも呼ばれ、人間の年に換算すると43億 2千万年である。［橋本
等 2005: 70︲71］
14　ʻkarmaṇā karṣaṇāc caiva kāśīti paripaṭhyate.ʼ「カーシー」の通俗的語源解釈の一つである。
15　Viśveśvaraと同義。ヴァーラーナスィーの主宰神であるシヴァ神のこと。
16　プラーナ聖典において説かれる信徒の 4つの至高の状態（four states of beatitude）。sālokya
（神と同じ天界に住む）、 sāmīpya（神のそばに住む）、 sārūpya（神と同じ姿となる）、sāyujya














23　原文は ʼasaṃskṛtāʼ。英訳は ʻof whatever nature she may beʼ ［Shastri 1969: 1344］「どのような女
性であれ」となっている。女性が経るべき人生の浄化（通過儀礼）を済ませていなくても、の
意味と取った。
24　 4種類の出生形態については、『マヌ法典』 1 . 43︲46参照。［渡瀬 2013: 27︲28］
25　Naimiṣa、あるいは Naimiṣāraṇya（ナイミシャの森）は聖仙たちによって『マハーバーラタ』
などにおいて語り継がれてきた聖地として知られる。現在のウッタル・プラデーシュ州ラクナ
ウ近郊のゴームティー川沿いにある。
26　英訳者によれば、文意は以下の通り。プラヤーガ（現プラヤーグラージ）が世俗的願望と解
脱の両方を与えてくれ、カーシーが解脱のみを与える聖地であるなら、両方を望む人にはカー
シーは役に立たない、つまり無意味である。しかし、解脱のみを願う人には、カーシーだけで
十分なので、プラヤーガは無意味である、つまり行く必要はない、ということ。［Shastri 1969: 
1348. fn.］
キーワード：シヴァ・プラーナ、ヒンドゥー、ヴァーラーナスィー、聖地、巡礼
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